

























































A Development of Degree Expression on Written Compositions
by Elementary School Students
Shin MIYAGI
Abstract
In this paper, We will aim to elucidate the development prossece in writing ability of children to use Degree
Adverb using . This issue is important to elucidate the writing ability. However, recent several studies about
these issue is not enough. Therefor, we will solve these problems with new method that analyze verification of
the case.
キーワード：児童作文，語彙使用調査，程度表現，作文能力の発達
keywords：written compositions by elementary school students，investigation of words usage，


































































































































































すごく とても もっと ずっと すこし ちょっと あまり 合計
小1 18 6 14 3 0 5 3 49
小2 12 15 13 4 3 5 4 56
小3 14 55 30 8 15 9 9 140
小4 26 76 32 20 21 12 17 204
小5 30 117 23 7 28 11 14 230
小6 25 96 37 12 48 6 29 253
合計 125 365 149 54 115 48 76 932
［表２］学齢別使用頻度
すごく とても もっと ずっと すこし ちょっと あまり 平均
小1 11.04 3.68 8.58 1.84 0.00 3.07 1.84 4.29
小2 5.70 7.13 6.18 1.90 1.43 2.38 1.90 3.80
小3 3.1512.38 6.75 1.80 3.38 2.03 2.03 4.50
小4 4.9014.31 6.03 3.77 3.96 2.26 3.20 5.49
小5 6.3724.86 4.89 1.49 5.95 2.34 2.97 6.98
小6 4.5617.51 6.75 2.19 8.75 1.09 5.29 6.59

































































楽しい うれしい 面白い 平均
小1 28.20 8.58 8.58 15.12
小2 12.83 5.70 0.95 6.49
小3 13.06 7.65 2.48 7.73
小4 13.56 5.46 6.59 8.54
小5 7.44 8.92 6.16 7.51
小6 8.57 4.01 5.47 6.02
平均 13.94 6.72 5.04
（※1万語あたり）
［表４］「とても」の用法別使用頻度
動作 存在･状態 心理 感情･感覚 属性 名詞 平均 合計
小1 0.00 0.00 0.00 1.84 1.84 0.00 0.61 3.68
小2 0.00 0.00 0.95 2.85 3.33 0.00 1.19 7.13
小3 0.00 0.23 1.58 5.18 5.18 0.23 2.0612.38
小4 0.38 0.19 0.94 6.59 6.22 0.00 2.3914.31
小5 0.85 1.27 2.34 8.2912.11 0.00 4.1424.86
小6 0.36 0.73 1.82 5.29 9.30 0.00 2.9217.51
平均 0.27 0.40 1.27 5.01 6.33 0.04
（※1万語あたり）
［表５］「ずっと」の用法別使用頻度
動作 存在･状態 心理 感情･感覚 属性 名詞 平均 合計
小1 1.23 0.00 0.61 0.00 0.00 0.00 0.31 1.84
小2 0.95 0.00 0.95 0.00 0.00 0.00 0.32 1.90
小3 0.45 0.45 0.68 0.00 0.00 0.23 0.30 1.80
小4 1.70 0.57 0.57 0.38 0.38 0.19 0.63 3.77
小5 0.64 0.42 0.42 0.00 0.00 0.00 0.25 1.49
小6 0.91 0.00 0.91 0.18 0.00 0.18 0.36 2.19
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動作 存在･状態 心理 感情･感覚 属性 名詞 平均 合計
小1 1.23 0.00 0.00 0.61 0.00 0.00 0.31 1.84
小2 0.00 0.95 0.00 0.00 0.95 0.00 0.32 1.90
小3 0.68 0.45 0.23 0.23 0.45 0.00 0.34 2.03
小4 0.57 0.19 0.57 0.38 1.51 0.00 0.53 3.20
小5 1.27 0.64 0.21 0.42 0.42 0.00 0.50 2.97
小6 2.01 1.09 0.55 0.18 1.46 0.00 0.88 5.29
平均 0.96 0.55 0.26 0.30 0.80 0.00
（※1万語あたり）
本稿の調査によって，語と用法別の使用頻度別の
2つの観点から見た学習者の程度修飾表現の実態が
いくらか明らかにされた。一方で，本稿で調査した
資料の範囲が限定的であることによる出現頻度のゆ
れに些か不安があり，資料の量的な補充が喫緊の課
題である。また，他の文種における同様の調査と対
照して，実態の把握をさらに確かなものとする必要
がある。また，程度修飾表現を用いた作文能力の完
成形（例えば，大学生が書いた同課題の作文での使
用実態）との比較も欠かすことができない。いずれ
も今後の課題としたい。
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追記
本稿の内容は，「児童作文に見る程度修飾表現の
発達」（第128回 全国大学国語教育学会兵庫大会，
2015年5月31日，於姫路商工会議所）を基に加筆・
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注
*1国立国語研究所1989では，公開された文集
（1970-1979に刊行されたもの）から，児童の
作文を広く収集して文種別に使用語彙に関する
計量的調査を行っている。
*2近年の児童・生徒の作文を調査した研究に，坂
本2010や永田他2010，鈴木他2011などがある
が，条件の等質性や資料の規模において本研究
で構築中のコーパスに優位性があると考えられ
る。本研究のコーパスに関しては，宮城・今田
2015を参照のこと。
*3間接的に（1）②の作文能力を図る方法として
は，学齢別に用法の使い分けの可否に関するア
ンケート調査の実施が考えられる。ただし，調
査の目標が本稿のようにある文法カテゴリーや
語群である場合，設問が多岐に亘りあまり現実
的な方法とは言えない。
*4調査に先立って，筆者が協力校に赴いて調査内
容の説明を行い，児童の保護者宛に調査の趣旨
説明と協力を依頼する文書を配布した。また本
調査および収集した資料の利用に関しては，本
学の研究倫理審査委員会の承認を得ている。
*5調査時間終了時に，未完成の作文に関しても，
氏名だけを確認してそのまま回収した。
*6調査用紙は，すべてB4版で，小学校一年用が
240字（15字×16行）小学校二年用が300字
（15字×20行），小学校三年生以上が400字（20
字×20行）である。書き足りない場合には，追
加の用紙を配布した。
*7併せて専用の検索システムも開発した。詳細は，
宮城2015，宮城・今田2015を参照されたい。
*8国立国語研究所が文構造解析の過程で規定した
文法単位。同HPによれば，「短単位は，言語
の形態的側面に着目して規定した言語単位です。
短単位の認定にあたっては，まず現代語におい
て意味を持つ最小の単位（以下，最小単位と呼
びます）を規定します。」（http://pj.ninjal.ac.
jp/corpus_center/bccwj/morphology.html）
とされる。短単位の例として，「/豊か/な/暮
らし/に/つい/て/」「/大/雨/が/降っ/た/の/
で/」のような解析例が掲載されている。
*9比較の修飾関係の構文では，「太郎は 次郎より
ずっと背が高い」のように「～より」という参
照基準を明示することが基本である。この要素
が明示されないと，「??太郎はずっと背が高い」
のように文脈の支え無しではどこか欠落感のあ
る文になる。
*10近年若年層の間で「すごい大きい」のように
「すごい」の連体形を連用修飾に用いる例が散
見される。本研究の作文コーパスにおいては，
そのような例はほぼ見られなかったため，考察
の対象としない。
*11「すごく」に対する「すっごく」，「よほど」に
対する「よっぽど」のような異形態や漢字・仮
名表記も検索して採集用例数に含めている。
*12仁田2002などは，もっぱら程度性を表す「と
ても」などの純粋程度の副詞と「かなり」など
の量程度の副詞は一部の例で置き換え可能であ
り，連続的であると指摘している。本調査の範
囲で，児童作文の量的修飾表現において「かな
り」「相当」などの大きな量程度を表す語の使
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用が少ないのは，「たくさん」などの量副詞が
よく使われていることに遠因があると考えられ
る。
*13宮城2012によれば，「かなり」は量的な程度修
飾関係の構成も可能であるにも関わらず，実際
の用例のほとんどが純粋程度の修飾関係である
ことが指摘されている。本調査の資料において
「とても」に比べて「かなり」の使用がほとん
ど見られない背景には，先に定着した「とても」
で用が足り，学習者があえて「かなり」を使う
必要性を感じていないことに起因する可能性が
ある。
*14否定文脈の修飾関係にも純粋程度と量の区別は
あるが，生起の制限においては否定的な文脈で
あることが優先されるので，本稿では純粋程度
と量を区別せずに扱うことにする。
*15用例が少ないことが即，当該の語の未獲得を意
味するわけではない。様々な要因（頻出語との
衝突，必要性の欠如など）が影響してた結果，
獲得済みの語があまり使用されないこともある。
注13も参照。
*16程度副詞がどのような文の成分を修飾している
のかという調査も検討したが，予備調査でかな
りの偏りが見られ，小学生の書いた作文では，
一部の名詞にかかる例を除き，ほとんどが連用
修飾用法で用いられていたので，対照用の名詞
修飾を含め（8）のような分類基準とした。
*17人間の精神活動に関わる動詞群。代表的な心理
動詞は，思う，気づく，びっくりする，悲しむ
など。
*18本研究の形容詞類には形容動詞も含まれる。
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